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一足早く春が来ました! ～プール横花壇～

南部中学校は明るく、たくましく、頼もしい学校 (生徒)になりました I

南部中学校長 黒見隆ス

令不□5年度も、もう終わりとなります。

この 1年間 (私が赴任してからの3年間も含めて…・)の学校づくりのスローガンとし

て掲げてきた「Change l」 ・「Chance l」 ・「ChaWenge t」 の様子を振り返つてみ

ました。

コロす禍を理由 (言い訳)にせず、逆にチャンスだととらえて、「できる」「やる」こ

とをめざして、修正や変更や新たなアイデアを加え、いろいろなことに挑戦してきた南

部中学校でした。生徒の頑張りや教職員のサポー トはもちろん、PTAや CS委員会、中

学校区学校運営協議会の理解と協力を頂いて、各種学校行事をはじめとした新たな取り

組みに、私たちが目標にしていた「嘱動と一体感の創造・共有」が実現できたのではなぃ

かと、自画自賛しています。

先日の卒業式では、保護者やたくさんの地域の方′マに温かく見會られながら24名が

南部中学校を業立つていきました。答辞の中で、「中学生になつて、ともに頑張れる仲間

は宝物だとわかつた。これまでお世話になつたすべての方′マと、 3年間楽しく生活でき

た南部中学校に感謝の気持ちをこめて」と、卒業生が最後に合唱を贈つてくれました。彼

ら彼女らの中学校 3年間の想いを込めたあの言葉と合唱が、◆の「南部中学校の姿」だ

と、うれしく、頼もしく、誇らしい気持ちになりました。

中学生は多感な時期です。「ただ今、成長中 !」 の真つ最中です。身体や心がもつとも

つと大きくたくましくなるために、さまざまな経験をしなければなりません。それは、楽

しいことばかりでlよなく、苦しいことや辛いこともなければなりません。そんな経験を

繰り返 しながら、乗り越えながら生きていくことで、人間は確実に成長していさます。南

部中学校の生徒には、まだまだ成長する可能性と秘めた力があると信じています。卒業

生を送つた在校生の素晴らしい歌声にも、大きな感動と期待を感じたからです。南部中

学校をよろしくお願いします。

保護者の皆さま、地域の皆さま、◆年度の取り組みに深いご理解と温かいご支援、ご指

導を賜りまして、誠にありがとうございました。私自身は今年度をもちまして退瑚とな

ります。これまでいただきましたご厚I情にお礼を申し上げますとともに、引き続き、南部

中学校の教育活動にご理解とご支援、ご協力をしヽただきますよう、よろしくお願い致 し

ます。

3年間、本当にお芭話になりました。ありがとうございました。 (感謝 1)



第77期卒業生24名は、3月 8日 、思い出の詰まっ

た南部中学校を巣立っていきました。卒業生はそれ

ぞれに新たな進路を選択し、新たな生活が始まりま

す。これからも、地域の方々に見守られ、支えられな
がら過ごしてきた「応、るさと南部町」への思いを大切
にして、大きく羽ばたいてほしいものです。

一
　

　

〓

卒業生の、先輩としての最後の姿は堂々としていて、この一年間、南都中学校が大切にしてきた「一

体感」と「感動の共有」を会場にいる誰もが体感できた島舜間でした。そして、在校生は、先輩への感謝と

ともに、先輩方が築き上げてきた伝統を引き継ぐ決意を新たにした瞬間でもありました。来年度も地域

と共に歩む南部中学校で有り続けたいと思いますので、ご理解とご支援の程よろしくお願いいたします。

南部 中学校

ホームページ
「南中NOW!」
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【3月 9日 被災した輪島中学校にも、笑顔があふれていました I】

能登半島地震で被害を受け、その後、約 100キロ南にある宿泊研修施設に集団避難していた輪島中学

校3年生の生徒が地元輪島市に戻り、3月 9日 、卒業式を迎えました。心を寄せ、見守ってきただけに、受験

をはじめとする多くの困難を乗り越えて迎えた卒業式の報道に嬉しさがこみ上げてきました。

<輪島中卒業生代表の言葉>
「・…私たち125名は今日からそれぞれ新しい人生の一歩を踏み出します。

被災して2ヶ月ですが未だ現実を受け止めきれていません。被害がなかっ

た場所ではいつもと変わらない毎日が過ぎているのを見て私たちの輪島だ

け時間が上まっているように感じたこともあります。それでも、輪島は日々、

確実に復興に向かっています。僕たちは、自分たちが生まれ育った能登の

未来を繋いでいくために、この先の困難に立ち向かい、それぞれの夢に向

かつて果敢に挑んでいくことをここに誓います。中●。」 (輪島中 3/10ホームページより抜粋 )
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